
地域医療構想における「重症心身障害児施設の病床」の取扱いについて（案）

医療法に基づく「医療計画」においては、
下記の特例措置が存在。

特定の患者のみが利用する「重症心身障害児施設の病床」
や「国立ハンセン病療養所の病床」は、病床数に算定しない。

地域医療構想において、
「重症心身障害児施設の
病床」は、「慢性期病床」
として算定。

矛盾の
存在

●関係医療機関に対する状況調査を実施し、地域の実情を確認。
様々な機会を捉えながら、国との協議を重ねてきた。
●『地域医療構想（平成２８年５月策定）』中においても問題提起。
構想策定後も、国との協議を継続実施。

（１）上記矛盾に対する和歌山県（福祉保健部）のこれまでの対応

・入院患者の多くが、他府県を含む
圏域外より多く流入
・１０年以上長期入院する患者が全体
の半数以上を占める
・例えば、４０年以上長期入院している
患者なども珍しくない
・新規入院患者、退院患者数はごく少数

（２）国との協議を重ねた結果、当県提案について合意に至る。（平成２８年１２月）

【 取扱方針（案）】「重症心身障害児施設の病床」について、現状の病床数より控除する
特例扱いとしたい。

この結果、病床再編等の対象は４２０床減少し、約２，６００床に（別紙）
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【１】 【２】 【３】

圏域名

〔参考〕
2013年度の
必要病床数

（床）

2025年度の
必要病床数

（床）

2014年7月1日現在
の病床（床）
※病床機能報告よ
り

2014年7月1日現在
の病床（床）
※重心病床除き

① 高度急性期 511 588 1,644 ▲ 1,056 1,644 ▲ 1,056

② 急性期 1,554 1,674 2,452 ▲ 778 2,452 ▲ 778

③ 回復期 1,629 1,836 495 1,341 495 1,341

④ 慢性期 1,080 863 1,527 ▲ 664 1,467 ▲ 604

4,774 4,961 6,245 ▲ 1,284 6,185 ▲ 1,224

① 高度急性期 43 48 0 48 0 48

② 急性期 224 267 483 ▲ 216 483 ▲ 216

③ 回復期 207 261 198 63 198 63

④ 慢性期 427 385 429 ▲ 44 293 92

901 961 1,133 ▲ 172 997 ▲ 36

① 高度急性期 63 65 0 65 0 65

② 急性期 245 267 573 ▲ 306 573 ▲ 306

③ 回復期 292 327 102 225 102 225

④ 慢性期 74 78 123 ▲ 45 123 ▲ 45

674 737 798 ▲ 61 798 ▲ 61

① 高度急性期 24 0 0 0 0 0

② 急性期 137 146 341 ▲ 195 341 ▲ 195

③ 回復期 140 148 94 54 94 54

④ 慢性期（特例） 257 201 263 ▲ 62 263 ▲ 62

558 495 698 ▲ 203 698 ▲ 203

① 高度急性期 41 20 4 16 4 16

② 急性期 209 210 606 ▲ 396 606 ▲ 396

③ 回復期 187 191 39 152 39 152

④ 慢性期 255 234 275 ▲ 41 115 119

692 655 924 ▲ 269 764 ▲ 109

① 高度急性期 151 120 36 84 36 84

② 急性期 397 404 938 ▲ 534 938 ▲ 534

③ 回復期 331 340 81 259 81 259

④ 慢性期 384 249 583 ▲ 334 519 ▲ 270

1,263 1,113 1,699 ▲ 586 1,635 ▲ 522

① 高度急性期 48 44 0 44 0 44

② 急性期 178 174 481 ▲ 307 481 ▲ 307

③ 回復期 212 212 162 50 162 50

④ 慢性期 236 154 377 ▲ 223 377 ▲ 223

674 584 1,043 ▲ 459 1,043 ▲ 459

① 高度急性期 881 885 1,684 ▲ 799 1,684 ▲ 799

② 急性期 2,944 3,142 5,874 ▲ 2,732 5,874 ▲ 2,732

③ 回復期 2,998 3,315 1,171 2,144 1,171 2,144

④ 慢性期 2,713 2,164 3,577 ▲ 1,413 3,157 ▲ 993

9,536 9,506 12,540 ▲ 3,034 12,120 ▲ 2,614

県　計

小　計

橋　本

小　計

有　田

小　計

御　坊

小　計

【１－３】

田　辺

小　計

新　宮

小　計

【１－２】
医療機能

和歌山

小　計

那　賀

小　計

「重症心身障害児施設

の病床」数を、４圏域

の慢性期病床より控除

重心病床数を

それぞれ控除

すると・・・

「２０２５年の必要病床数」と「病床機能報告による現状の病床数」との比較 （「重症心身障害児施設の病床」数を考慮）

病床再編等の対象となる病床数は

４２０床減少し、「約２，６００床」に

－ ２－


